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Ⅰ．はじめに
　私達の人生をより豊かに過ごすために，スポーツは欠
かせない存在であることは言うまでもない。年齢，性別，
能力，障がいの有無などを問わず，すべての人々にスポー
ツを行う機会が提供されるべきである。近年，パラリン
ピックをはじめとする『障がい者スポーツ』に注目が集
まってきている。その中でも，車椅子バスケットボール
や車椅子テニスなどの『車椅子競技』は人気の高いスポー
ツである1）2）。
　筆者は，日本で人気のある野球やソフトボールなどの
『ベースボール型競技』について研究を進めてきた。甲
子園で行われる夏の大会や選抜野球大会。東京六大学や
東都大学野球リーグを筆頭とする大学野球。テレビやラ
ジオを通じて毎日のように熱戦が伝えられているプロ野
球。また，ＷＢＣ・ワールドベースボールクラシックで
の優勝など，我が国において野球は今や「国技」といっ
ても過言ではない3）。
　その中で，障がい者スポーツに焦点をあててみると，
様々なベースボール型の競技が開発されている4）5）。し
かし，『ベースボール型車椅子競技』については全国的
に見ても未だ普及していない。つまり，車椅子スポーツ
選手が「野球をしたい」と思っても，「出来ない」とい
う現実があった6）。そもそも競技自体が存在しないこと
から，選択肢すらなかったのである。
　そこで，筆者は日本で人気のあるベースボール型の車
椅子競技を開発・普及に試みることにした。
Ⅱ．車椅子野球の開発
１．ルール作り
　2008年，北海道札幌市で活動する車椅子バスケットボー
ル選手に協力を依頼し，ルール作りを始めた7）8）9）10）。検
討項目を表１に示した。フィールド，ベース，競技人数は
測定を繰り返し行った。また，車椅子専用のルール作り
については技術も伴う事であったため，投球の方法（写
真１），マウンド（傾斜）づくり（写真２），打撃の方法（写
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター共同研究員
表１　車椅子野球ルール作り　検討項目
フィールド ベース 競技人数 車椅子専用のルール
・球場の広さ
・塁間の秒数を計測
・投球
・マウンド
・本塁
・１・２・３塁
・内野数
・外野数
・攻撃
・守備
・走塁
・その他
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写真１　投球方法の検討（平面）
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真３），守備の方法やグローブの使い方（写真４），模擬
試合（写真５）などを参加者からの意見を取り入れなが
ら（写真６）試行錯誤を続けた。
２．講習会・体験会
　2009年６月，北海道札幌市で活動する車椅子バスケッ
トボール選手６名を対象に『車椅子野球体験会』（表２）
写真４　守備方法の検討（グローブの使い方）
写真２　投球方法の検討（傾斜あり） 写真５　模擬試合の様子
写真３　打撃方法の検討 写真６　ディスカッションの様子
表２　車椅子野球　体験会
日　時 2009年６月27日（土），28日（日）
対　象 車椅子バスケットボール選手　６名
ゼミ生（健常者）
内　容 車椅子野球体験
場　所 北翔大学アリーナ（室内），野球場（屋外）
当日の流れ
27日（土）
14：00〜挨拶・説明・ウォーミングアップ
15：00〜測定（塁間・遠投など）
16：00〜守備・打撃練習　（室内）
16：30〜模擬試合　　　　（室内）
17：00　終了
28日（日）
13：00〜ウォーミングアップ
14：00〜試合
16：00〜ディスカッション　終了
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を実施した。実施後，ディスカッション（写真７〜写真
13）を行い，車椅子野球公式ルールが完成した。
３．北九州市立大学との交流試合
　2010年から北九州市立大学徳永政夫教授が活動に賛同
し，2011年11月，北翔大学にて北海道チームと北九州市
立大学徳永ゼミとの交流試合が行われた（写真14，写真
15）。内容は表３に示した。
写真７　挨拶　説明
写真10　１〜３塁ベース
写真９　ゴムマットで作成したホームベース
写真８　模擬試合の様子（室内）
写真11　試合風景
写真12　試合風景
写真13　試合風景
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Ⅲ．車椅子ソフトボール
　一方，海外に目を向けると『Wheelchair Softball（以下：
車椅子ソフトボール）』という競技が北米を中心に普及
していることがわかった。車椅子ソフトボールに関する
研究を始めた。
１．車椅子ソフトボールの概要
　車椅子ソフトボールは，アスファルトやタータン等
で硬く舗装されたグラウンド（写真16）で，車椅子専
用の特別ルール以外はスローピッチ・ソフトボールの
公式ルールで行う競技である。試合球は16インチソフ
表３　北九州市立大学との交流試合の内容
日　時 2011年11月９日（水）
参加者 北海道車椅子野球チーム（仮）
北翔大学　大西ゼミ
北九州市立大学　徳永ゼミ
内　容 交流試合
場　所 北翔大学　スポルホール
当日の流れ
11:30〜ディスカッション
12:30〜ウォーミングアップ
13:00〜プレイボール
15:30〜ディスカッション
写真14　交流試合の様子
写真16　車椅子ソフトボールの専用球場
写真17　16インチのソフトボール（右）
写真18　車椅子ソフトボールの試合風景
写真19　第36回全米大会のバナー
写真15　ディスカッションの様子
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トボール（写真17）を使用する。National Wheelchair 
Softball Association（NWSA）という団体があり，アメ
リカでは30年以上の歴史を有している。スポンサーとし
てMajor League Baseball（MLB）が協賛するなど，車
椅子ソフトボールチームのほとんどが各球団の下部組織
としてチーム運営が行われている。毎年行われる全米大
会を始め，５月〜９月まで各地で行われるシーズン大会，
ジュニア大会，女性大会など数多くの大会が行われてい
る（写真18，写真19）。
２．歴　史
１）NWSA
　本場アメリカにおいて誰が最初に車椅子ソフトボール
を開発したかについて正確には残されていないが，1970
年にアメリカサウスダコタ州スーフォールズにおいて
世界で最初のチームが作られたとされている。その後，
1976年 に はNational Wheelchair Softball Association
（NWSA，全米車椅子ソフトボール協会）が設立され
飛躍的にチーム数が増えた。現在，アメリカには約80
チーム（Jrチーム含む）が存在しており，毎年行われ
る全米NO.1を決める大会National Wheelchair Softball 
Tournament（NWST）に向けて各地で熱い戦いが繰り
広げられている。
２）WSWS（Wheelchair Softball World Series）
　NWSAはこの競技を世界的なスポーツとしての普及
を目指していることもあり，2014年からNWSTという
大 会 名 をWSWS（Wheelchair Softball World Series）
という大会名に変更した。現在も世界各国に普及を呼び
かけている。
Ⅳ．日本車椅子ソフトボール協会設立
　2012年，日本人で唯一車椅子ソフトボール経験者の堀
江航（写真20）が活動に賛同し，競技講習会を行うた
めに来道した。堀江氏の提案で，全日本チームを結成
しNWSTにゲストチームとして参加することがきまり，
日本人8名で『車椅子ソフトボール日本代表チーム』（写
真21）が結成された。これが転機となり競技として確立
している車椅子ソフトボールを普及させようとする動き
が高まり，協会設立，大会開催，日本代表強化などの準
備を始めた。また，同時期に東京においても堀江氏を中
心としたチームが発足した。
日本車椅子ソフトボール協会（JWSA）
　2013年４月，日本車椅子ソフトボール協会（JWSA）
が設立され，７月には第一回全日本車椅子ソフトボール
選手権大会が開催（表４）された（図１）（写真22）。内
容は表３に示した。
　同年８月に参加した『NWST 2013 in Chicago』では，
資金面の問題が障壁となり主力選手が参加を断念せざる
を得なかったこともあり７戦全敗に終わった。また，同
大会の監督会議において，NWSA会長から，日本が毎
年連続で参加していることや世界への普及を強めたいと
いうことから大会名をWSWS（世界大会）に変更する
写真20　堀江航選手
写真21　NWST初参戦の日本代表チーム
表４　第一回全日本車椅子ソフトボール選手権大会
大会名 第一回全日本車椅子ソフトボール選手権大会
日　時 2013年７月６日（土）７日（日）
場　所 野幌総合運動公園　東駐車場
参加者 約50名（全４チーム）
北海道ABチーム
東京ABチーム
優　勝 北海道Northland Warriors Ａチーム
─　　─94
ベ スーボール型車椅子競技の開発と普及に関する研究報告
とう報告があった。
　2014年７月，第二回全日本車椅子ソフトボール選手権
大会が開催（表４）され，約70人の選手が会場の札幌ドー
ムに集結した（写真23）。
　同年８月，アメリカミネソタ州で開催された『WSWS 
2014 in Minneapolis』では，３勝５敗で終え，日本代表
から４名がベストプレイヤーとして表彰された（写真
24，写真25）。
Ⅴ．まとめ
　これまでの活動において，「開発から普及」をテーマ
に実践してきた。その中で，成果としては協会を設立し
全国大会を開催することで，競技人口が飛躍的に増加す
るということがわかった。今後はさらに競技人口を増や
すために，また，認知度を高めるための普及活動，広報
活動，イベント開催などの効果的な方法を検討していき
図１　第一回全日本車椅子ソフトボール選手権大会ポス
ター
写真22　第一回全日本車椅子ソフトボール選手権大会
記念写真
写真23　第二回全日本車椅子ソフトボール選手権大会
の様子
写真24　WSWS 2014　日本代表チーム
写真25　WSWS 2014　表彰式
表５　第二回全日本車椅子ソフトボール選手権大会
大会名 第二回全日本車椅子ソフトボール選手権大会
日　時 2014年７月５日（土）
場　所 札幌ドーム　駐車場
参加者約 70人（全６チーム）
北海道Northland Warriors ABチーム
東京レジェンドフェローズ　ABチーム
北海道前向きベンガルズ
北九州シルバーウイングス
優　勝 北海道Northland Warriors Ａチーム
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たい。
　全国大会をみると，各チームの選手数においては，北
海道チームの選手人数が最も多く，戦績では２年連続で
優勝している。この結果の大きな要因として，年間を通
して活動していることが考えられる。このことから，競
技人口が増加する要因として，日々の活動を継続するこ
とが重要であると考えられる。
　今後の課題としては，「車椅子ソフトボールをやりた
い」と思ったときにすぐにできるような環境を整備する
ことである。その中でも専用競技場の整備が最優先であ
る。アメリカにおいてはアスファルトで整備された車椅
子外ボール専用球場が各地にある。それを参考に全国各
地に専用球場が整備されるような活動にしていきたい。
　また，選手の能力や障害の種類に応じた技術や体力も
明らかにするため，体力測定やトレーニング・技術研究，
練習メニューや指導方法の確立など，競技的な研究も進
めていきたいと考えている。
　最後に，車椅子ソフトボールの最終目標はパラリン
ピックの正式種目である。参加国を増やすことがその道
となる。今後は，そこへのアプローチも考えていきたい。
今後もNWSAと協力体制を強化し，アジアでは日本が
リーダーシップを発揮して普及活動を実践していく必要
があると考えている。
　すばらしい野球の魅力をより多くの人々に広めるため
に，スポーツ学部を持つ北翔大学が発信基地となり，『車
椅子ソフトボール』を全道・全国，そして世界へ広めた
いと考えている。
　そしてそれは単なる娯楽やレクリェーションではな
く，競技としての車椅子ソフトボールを追求して行きた
いと考えている。
付　記
　本研究は，平成26年度「北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センター」の助成を受けて実施したものである。
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